
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

■ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

　なし

来年度以降の方
向性

　計画通り事業を進める。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

　令和５年度時点で備蓄数の充足率は１００％を達成していることから、引き続き、賞味期限に合わせてロー
リングストックを実施していく。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

100% 100% 100% 100% 100% 100%

↓

アウトカム
成果指標1

備蓄食糧の充足率 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

648,000食 648,000食 648,000食 648,000食 648,000食 648,000食

人工

指標

アウトプット
活動指標1

食糧の備蓄数（累計） という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

2 人工

令和7年度予算額 166,000 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 2

正規職員業務量 2 人工

令和6年度決算額 179,863 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 2 人工

令和6年度予算額 184,788 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

　食糧については、保存食の多様化を踏まえ、高齢者や子どもが飲食しやすいものを加えるなど、画一的な食糧にならないよう
にしていく。また、避難所内の生活環境の向上のため、口腔衛生用品や日用品等を整備する他、厳冬期の発災を想定し、寒さ
対策物資の充実も図っていく。

他都市の状況

　想定される災害の種類や被害想定、住民規模などにより、備蓄物資の種類や数量は異なるが、全ての政令市において公的
な備蓄を行っており、食糧は半数以上の都市において２日分以上の備蓄を行っている。

市民参加の実施

令和5年度決算額 178,993 千円 うち特定財源 115,318

施策名 地震災害や風水害・雪害といった自然災害や感染症の感染拡大など

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

　札幌市地域防災計画では、発災直後は避難所や家庭内での備蓄等で対応し、その後は流通備蓄等で対応するとしているた
め、流通回復までの食糧や寒さ対策が必要となる。また、災対法や国のガイドライン等において避難所の生活環境整備が求め
られていることを踏まえ、２０１９年に札幌市避難場所基本計画を改定し、備蓄物資の数量等の見直しを行っている。
　今後は、物資の状態を確認し更新を行うとともに、新型コロナも含めた様々な感染症対策が重要なため、社会状況に応じた整
備を行う必要がある。さらに、胆振東部地震発生時、基幹避難所においては、物資提供をした際に混乱が生じたことや新型コロ
ナ対策で物資増強を進めていることなどに伴い、避難所内の備蓄庫の空きスペースが僅少になっている施設が多く整理が必要
な状況である。

事業内容
（何を実施し）

①物資調達
　札幌市避難場所基本計画に基づき、これまで備蓄してきた物資を更新するとともに、更なる避難場所の生活環境の向上を目
指し、物資を整備する。
　令和６年度については、最大想定避難者等の２日分（６食分）の整備を目指し、アルファ化米、粥、レトルト食品、ゼリー飲料、
ミルク類等の物資量維持及び更新を行い、かつ、多様な方に対応できるようにパンや野菜ジュースなどの食糧の種類を増やす
とともに、寒さ対策として、毛布や灯油ストーブ、備蓄用ガソリンなどの増強を図った。
　また、液体ハミガキ、鍋、やかんなどの新規備蓄も行った。
②備蓄物資搬送及び回収業務等
　調達した物資を防災拠点倉庫（豊水、菊水）から各避難所の備蓄庫に搬送した。この他、避難所となる小中学校の新築・改築
や移転等のスケジュールに合わせて、備蓄庫の移設を行った。
③指定避難所内備蓄庫の整理
　災害時、迅速に物資提供ができるよう、令和５年度から６年度にかけて基幹避難所の備蓄庫において、物資の数量確認、資
機材の動作点検、備蓄庫内の図面作成、空きスペースの整理等を実施した。
　実施施設内訳（３０６施設）：令和５年度１５３施設、令和６年度１５３施設

事業名 避難場所環境整備費

評価担当課 所   属 危）危機管理部　危機管理課 電話番号 211-3062

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 36693


